第７５回　例会報告

○日時：６月７日（土）１８：３０～
○場所：東京理科大学川村研究室

○参加者：（敬称略）川村康文，猪間進，樋口祐司，小笹哲夫，舩田優，佐々木清，加藤俊博，
羽賀京子，朽津恵理，墨谷悦史，中澤桃子，樋口智弘，網倉聖子，小田善治，古月徳磨，

田山とも子，藤原清。（計１７名）
○例会発表テーマと発表者：（順不同）

　１）「小，中，高連携の特別授業について」「科学の祭典千葉大会」の紹介（舩田優）
　２）「フリクションボールペン」（加藤俊博）

　３）「明健中学校区小中一貫教育校グランドデザイン」（佐々木清）

　４）「日本科学未来館での未来研究室」（小田善治）

　　　東京理科大生のみのライブショー（宇宙船にっぽん号の戦い）の報告。

　５）「物づくりの技を学ぶ」（藤原清）

　６）「ＳＰＰホームページのリニューアルとＤＶＤの紹介」（樋口智弘）

　７）「新型色素増感太陽電池」（小田善治）

　８）「フレンネルレンズとおもしろグッズ」（網倉聖子）

　９）「田園調布雙葉学園に赴任して」（古月徳磨）

○発表内容の報告
１）「小，中，高連携の特別授業について」「科学の祭典千葉大会」の紹介（舩田優）
（１）6月7日、8日青少年のための科学の祭典千葉大会が開催中．

今年度は2カ所で開催されています。舩田は千葉市科学館でRikaTan工作から「松風独楽」というタイトルで実施しています。雑誌RikaTanの昨年9月号に掲載されている「松風独楽」や「風独楽」を子ども達に、昨年6月号に掲載された「ワンダーボックス万華鏡」を親向けに準備しました。約150名が訪れてくれた人気ブースの1つになりました。明日8日もありますので時間のとれる方はぜひお出で下さい。

（２）小・中・高連携の特別事業について

特別授業の実施教員としてまた推進員として登録されました。2学期以降金曜日の午後の時間帯（第1金曜日は除く）に近隣の小・中学校に行き高校物理の分野（音、光、力の分野）についてわかりやすく指導したり、近隣の小・中学校の生徒を招いて、高等学校での学習への動機付けをします。近隣の小・中学校で希望するところがございましたら連絡下さい。旅費、消耗品費は教育委員会から出ます。

川村さんが紹介してくれた「理科大好くボランティア報告書」に舩田が司会している場面などが写っていました。写真を使うなら報告書を一部送ってくれてもいいのではという話題になりました。サイエンスＥネットに関係者がいると思うのですがいかがですか？

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
２）「フリクションボールペン」（加藤俊博）
パイロットから発売されているフリクションボールペンの秘密を解説した。摩擦熱で60℃以上になると色が白色になるので消えたように見える。実験ではティッシューペーパーでこすって消えること一度消した後に冷凍室で-10℃以下にすると再び文字が浮かび上がることを演じた。

これはロイコ染料と顕色材と変質温度調整剤がマイクロカプセルに入った水溶性ゲルに入っており、常温ではロイコ染料と顕色材の結びつきで着色されているが、60℃を超えるとその結びつきが外れるために白色に変化する。-10℃以下の低温になるとふたたびロイコ染料と顕色材が再結合して着色を呈するようになるとのこと。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
３）「小中連携・ＩＣＴ活用授業の実験報告」（佐々木　清）
　昨年度１１月２２日（木）に第４校時に明健小学校で第５校時に明健中学校で、ＪＳＴ理科ねっとわーく活用共同研究発表の一貫として実施しました。明健中学校は、小中一貫教育をめざす研究校として、昨年度開校し、明健小学校と棟続きの校舎建築で、ＩＣＴ機器設備が充実しています。

授業テーマは、「探究の過程」をカテゴリー分析をした理科カリキュラムの開発と活用」で、サブテーマが「探究型学力」と「習得型学力」のバランスを考えた理科授業の実践です。

授業改善の視点として、
①　習得型学力と探究型学力のバランスを考えた授業展開によって、生徒に問題解決能力を身に付け、科学的な思考力を身に付ける。

②　理科ねっとわーくおよびＩＴ機器の活用によって、情報を共有し共に学び合いながら、課題解決を図る。

③　小中連携による授業展開によって、９年間を見通した学習内容の系統性及び連続性を考えた指導の在り方を考える。

という、大きく３つの研究の柱を立てて実践しました。

授業公開しました学習内容は、中学校１年「水溶液の性質」の酸性・アルカリ性の性質です。教科書では、酸性・アルカリ性の性質を実験で確かめ、中和を行い、初歩的な水溶液の性質の

基礎的・基本的な学習内容を習得します。研究授業では、この発展として、福島県の中央に位置する猪苗代湖を題材に猪苗代湖を酸性にしている河川の探究活動を組み入れてみました。もちろん、中学校１年生ですので、酸性の強さは、ｐＨ万能試験紙を用い、事前に猪苗代湖に流入する河川を採水した水を調べながら酸性水源となる河川を突き止めるという探究活動です。

　終盤には、地域の環境意識を高めさせるということで猪苗代湖の中性化のグラフや、生活雑排水等による水質汚染などの資料にも触れ、郡山市を飲料水源の一つとなっている猪苗代湖への関心を高めさせた実践です。 

　なお、これらの実践につきましては、来る７月３１日（木）の全国中学校理科研究千葉大会の教育課程部会で発表致します。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
５）「物づくりの技を学ぶ」（藤原清）
立命館大学山下研究室（５月１９日実施）、東京理科大学川村研究室（６月４日実施、１１日、１８日予定）での藤原の授業報告。この授業は川村康文先生、山下茂樹先生からそれぞれ時期を同じくして同様の授業の依頼があり実現しました。

・川村研究室の場合

パワーポイントでの基本的な技術の講義と「自転車発電機２台」を１４名の学生が２チームに分かれ、それぞれメカ部、、制御部、の加工、組立作業を６月４，１１，１８日（計３日間）で完成します。６月４日はまず技術の講義で（工作機械、機械工具、電動工具、電気用工具、測定用工具、作業用保護具）についてとチーム分け後、加工作業をしました。

・山下研究室の場合

パワーポイントでの基本的な技術の講義と工作「やじろべえ」を９名の学生に組み立て作業をしてもらいました。今後はインターンシップで㈱リテンの工重に出向いてもらい、「匠の技」を学んでもらいます。

さらにパワーポイントでの紹介のなかで、私がＪＩＣＡの依頼で出向いた海外「スリランカーコロンボ」「タイ・バンコック」他にふれ、特にタイが教育に大変熱心であることを説明して、それに比べて日本の学力低下の問題を話し、たまたま例会参加者の加藤俊博様が持って折られた資料の中にありました「科学を学ぶことの楽しさ」でタイがトップで日本は36番目にありました。

このような実情からして、少しでも我々ＮＰＯ法人サイエンスＥネットの活躍で理科好きの子どもたちを多く育て、日本の国力（技術力）アップに貢献したい旨の話をしました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
６）ＳＰＰホームページのリニューアルとＤＶＤの紹介（樋口智弘）
　今回の例会では、このＳＰＰホームページのリニューアルについてと、取組

事例を撮影したＤＶＤの紹介をさせていただきました。

１．ＳＰＰホームページのリニューアルについて

　　　※ＵＲＬ：http://spp.jst.go.jp/
　　今回のリニューアルの主なポイントは、以下の３点です。

　（１）「ＳＰＰ初めてガイド」の新設

　　　講座の企画から申請までの流れを、こういった特別授業の企画をするのが初めての方にもわかりやすく解説したページを新設しました。

　　　熱心な先生の中には、楽しい授業を企画したいけど、どこから手をつけたらよいのか見当もつかない、と二の足を踏んでいる方も多くいらっしゃるかと思います。そういう方々にも、このページをご覧いただいて、ぜひチャレンジしていただきたいと思います。

　（２）平成１９年度実施報告書の掲載

　　　平成１９年度に実施した取組の実施報告書を掲載しました。ＳＰＰでは、全ての実施機関に対して、実施報告書の提出をお願いしております。

　　　他ではどのような内容の講座を実施しているのか、近くに連携先はないか、どんなきっかけで連携先との連携が始まるのか、などについて書いていただいております。実施担当者の方々の生の声は、きっと皆様のご参考になるかと思います。

　（３）事業実績の掲載

　　　採択件数や参加校数、受講人数等のファクトデータを掲載しております。
また、全ての取組でお願いしているアンケートの集計結果も掲載し、ＳＰＰの効果等について、定量的な分析をしております。効果分析では、「理数嫌いな生徒もＳＰＰで理解する楽しさを体験できる」、「講座内容は高度でも科学技術の魅力が伝えられる」、「理系の職業を考えていない生徒も研究者に親近感を抱ける」といった効果を、定量的に示すことができました。

　　このホームページに掲載されている情報は、ＳＰＰの申請や実施に当たって役立つのはもちろんのこと、理数教育という大きな視点で見ても、有用な情報がたくさん詰まっていると思います。皆様、ぜひ一度アクセスしてみてください。

２．ＤＶＤの紹介

　　ＪＳＴでは、ＳＰＰの取組を紹介するＤＶＤを、希望者の方に無料で配布しております。

　　講座の内容のみならず、講座の準備段階や生徒の感想、ＴＡ（ティーチングアシスタント）などにもスポットを当てており、ＳＰＰをやってみよう、という方々には非常に参考になると思います。

　　平成１９年度は、以下の４タイトルを制作いたしました。

　　　（１）高等学校でのＳＰＰの活用

　　　　　「亀山自然観察実習　～地層を読む、植生を読む～」（千葉県立木更津高等学校）

　　　（２）中学校でのＳＰＰの活用

　　　　　「体験学習から学ぶ大地の変化」（栃木県那須塩原市西那須野中学校）

　　　（３）小学校でのＳＰＰの活用

　　　　　「ロボット実習」（熊本県菊池市立泗水小学校）

　　　（４）教員研修

　　　　　「昆虫の脳からヒトの脳へ、そしてロボットを通してみる最先端脳神経科学」（北海道教育委員会）

　　ちなみに、平成１８年度は、以下の３タイトルを制作しております。

　　　（１）「感動と生きる力を与える分子生物学実習」（大阪大学大学院理学研究科）

　　　（２）「宇宙の年齢をつきとめよう！星の教室」（東京大学大学院理学系研究科天文学教育研究センター木曽観測所）

　　　（３）「強くて美しい橋はどうやって創るの？」（金沢工業大学）

　　いずれも、収録時間は３０分です。

　　ＳＰＰ事務局のメールアドレス「spp◎jst.go.jp（◎は@に置き換えてください）」に、ご希望のＤＶＤのタイトルと本数、送付先の郵便番号、住所、氏名、電話番号をお知らせいただければ、事務局からお送りいたします。

　　また、１でご紹介したホームページにおいて、ストリーミング配信もしております。

　今後とも、ＳＰＰをはじめとしたＪＳＴの科学技術理解増進関連事業を、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
８）「フレンネルレンズとおもしろグッズ」（網倉聖子）
 　フレネルレンズ実物紹介，雲母，あけられない貯金箱などを紹介させていただきました。フレネルレンズの構造を舩田先生よりイラストで説明を受け、納得いたしました。すごい発明です。それ以外に複屈折をおこす雲母、金持ちしかあけられない貯金箱（トリック）、大きさが自由に変えられる不思議指輪（錯視）などを紹介させていただきました。

　また液体窒素について、どうして水より軽く、液体酸素より重いのか質問させていただきました。気体の重さは分子量により比例するのに、どうして液体になると比例しないのか？不思議です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

９）「田園調布雙葉学園に赴任して」（古月徳磨）
自分は、今年の3月に東京理科大学大学院を卒業し、4月に田園調布雙葉学園というカトリック学校に新任として勤務することになりました。教員になって二ヶ月という新人が実際の現場について感じたことを発表させていただきました。

主に以下の三点です。

・公立とは異なる学園特有の背景と環境

・「楽しい物理（通称）」という課題研究がメインの科目があること

・自ら学校の外へ動かないと、自分が枯渇していくような印象を受けること

三つ目の項目で述べましたが、今回のような例会がとても貴重であると感じています。

久々に例会に参加し、有意義なアドバイスを頂くことができました。

川村先生や樋口様、船田先生をはじめ、皆様ありがとうございました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○その他，感想等
＜朽津恵理＞
いろいろな教材や実践を聞くことが出来て、また勉強になったと感じました。

フレネルレンズは、実物を見たことがなく、しかも拡大して見ることができて面白かったです。偏光の話もありましたが、時間があればもっと色々お話ししたかったです。また次の機会がありましたらよろしくお願いします。

　あと、たこ焼きおいしかったです。ありがとうございました。
　＜網倉聖子＞

東京理科大を卒業されて、学校の先生になられた方がボソッと「授業の達人を全部出席していればよかった」とつぶやいたことが印象的でした。実践社会に入って、川村理事の推進されていることの大切さがわかったとおっしゃっていました。ネクタイを締めて背広を着て、ほんの２ヶ月前と印象が随分違って見えました。驚きです。

　田山さん作成のたこ焼が大変美味しかったです。ありがとうございました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

